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山梨県埋蔵文化財センタ-調査報告書 第134集

村前東A遺跡概報4
一般国道52号線 (甲西道路)改築工事・中部横断自動車道

建設工事に伴う埋蔵文化財調査 (][区 .V区)

1 9 9 7 . 3 

山梨県教育委員会

建設省甲府工事事務所
日本道路公団東京第二建設局
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村前東A遺跡は、現在の山梨県中巨摩郡櫛形町と若草町宇との境界域に広がる遺跡、で、甲府盆

地西部の御勅使川扇状地の扇端部に位置しております。

本遺跡;は、 1990年から一般国道52号線(甲西道路)改築工事及び、中部横断自動車道建設

に伴い 4次に渡る調査が行われています。第5次となる今年度で、本遺跡の発掘調査も終了

することとなり、本書はその概要をまとめたものであります。

今年度の調査は、中部横断自動車道のインターチェンジ建設予定部分のうち、 IIIT道南側の

昨年未調査であった箇所を田区.IIIT道北側をV区として実施しました。その結果、皿区では

古墳時代、 V区では近世 ・平安 ・古墳 ・弥生時代の文化層が明らかにされております。

近世では構状の遺構が検出され、その覆土には多量の砂f擦が充満しており、御勅使川氾離

の影響を想起させるものであります。平安時代では竪穴住居お1:l0Jl!干、掘立柱建物担lli僚が検

出され、該期集落の全貌が明らかになりつつあります。古墳時代では、前期に比定される竪

穴住居祉29]1汗・掘立柱建物土U:1棟が検出され、以前に調査したものを合わせるとその数は130

軒を越え、該期の大集落となることが判明しました。弥生時代では、水田祉検出面より約 2

m下から中期に比定される造物包含層が新たに発見され、水回祉の時期を考える上でも大き

な成果が得られました。

この概報が多くの方々に利用いただければ幸甚です。末筆ながら、種々のご指導、

を賜った関係各位、並びに直接調査に参加し、ただいた方々に厚く御礼申し上げます。

ご、協力

山梨県埋蔵文化財センター

所長大塚初重

1997年3月

1.本書は1996(平成8)年度に実施した山梨県中巨摩

郡櫛形IIIT、若草町地内に所在する村前東A遺跡(むら

まえひがしAいせき)の発掘調査の概報である。

2.調査は中部横断自動車道建設工事に伴って、日本道

路公団から山梨県教育委員会が委託を受け、山梨県

埋蔵文化財センタ一実施した。

3.発掘調査は、田区を三田村美彦 ・雨宮信仁、

石村l孝子・清水裕司が担当した。

4.本書の執筆 ・編集は上記の4名のほか、阿部勲・依

田幸i告が担当し、文責は文末に明記した。

5.本報告書:に関わる/1:¥土品、記録図面、 写真等は一括

して山梨県埋蔵文化財センターに保管しである。
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遺跡と周辺の環境

調査の経過

今年度調査の概要

田区の遺構と遺物

V区の遺構と遺物

出土土器概観
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インターチェンジ部分の調査を行うこととなった。この

うち、調査区を東西に走る11町道を境に南側を皿区(調査面積約12，000111)、北側をV区(同約

17，850ぱ)と設定した。調査の経過と共に遺構面は田区が地表から約2メートル、 V区が約1.5

メートル以下の所において初めて確認されることが分かった。周辺の遺跡についは、樹j形、若

草岡IIIJ合わせて300遺跡以上確認されているが、村前東A遺跡のように中部横断自動車道に関

わる遺跡としては、現在のところ本遺跡を含め、 10ヵ所が確認されている。

次に本遺跡を取り囲む中巨摩郡櫛形118・の地理的・歴史的環境について、簡単に触れてみた

いと思う。まず地理的環境についてであるが、この遺跡を取り囲む地域は櫛形町内でも北部

に位置し、釜1!!リ11(富士川)の支流である御勅使川扇状地(扇頂部 ;中巨摩郡白根町有野付

近、西縁;大和川、南西縁;滝沢川)の扇央部から扇端部にかけて立地するため、度々洪水

等の水害に悩まされてきた様子が伺える。このため、洪水によ って運ばれてきた砂磯の地積

層が厚く、 地下水位が低くなってしまうため、水田が発達しにくい環境を形成している。(※

発掘作業中に、本遺跡内で御勅使川の状流水と考えられる湧水は認められなかった。)その結

果として、 I~I 然と養蚕業や果樹栽培を中心とした地域へと移り 変わっていっ た 。 また若草町

P 1. 1 村前東A遺跡遠景(南か5)

においては、その地理的特徴として、扇状地と氾i世源

の二つに区分され、 氾i¥:託協!は極めて平坦な土地である

ことが上げられる。

歴史的環境については、明治則になって廃務置県が

施行されて以後、最終的に小笠原IIIJ、榊村、野之瀬村

が合併し、更に豊村ーを併せて現在の櫛形町が編成され

た経緯があり、 IIIT名は、甲府盆地西方にある巨摩山地

中心部に位置する櫛形山をその語源と している。また、

若草町については、 H白羽]28年、近隣の三恵村、鏡中条

村、藤田村が合併し、若草村となった。

清水裕司



2 .調査の経過

本遺跡は、今までに 4次に渡る発掘調査が行われている。第1次調査は1990年度に甲西バ

イパス建設に先立ち、対11地瀧蹴用パイプ移設工事に伴い行われた。その結果、古墳・平安時

代の文化層が確認され、該期の遺構や造物が検出された。このうち、古墳時代前期に比定さ

れる古式土師器は、当H寺県内では類例が少ない東海間部地域の特徴を持つものとして、注目

された。

第2次調査は、 1993年度に中部横断自動車道本線部分を対象と し、iI汀道10号線を挟み南側を

I区、北側を E区として実施した。文化層は近世 ・平安・古墳時代の 3面が線認されており、

各時代ごとに遺構や造物が検出された。このうち、 I区では旧河道を人為的に掘削したと考え

られる構状遺構から、古墳時代前期の古式土師器が集中して検出されている。

第3次調査は、 1994年度に中部横断自動車道本縦割iのI区に北接する部分を 1b区、 H区に

南接する部分を IIb区と して調査し、さらに中部横断自動車道インターチェンジ部分の北半を

皿区、南半をW区と してそれぞれ調査を行った。その結果、皿 .N区では古墳H寺代の文化層よ

りさらに下層から、弥生時代の水EH:l:J1:と思われる|佳11伴が確認された。また、各調査区から古墳

H寺代前期に比定される住居:1:11:が検出され、 本遺跡が該j明の大集落である可能性が出てきた。平

安時代においても竪穴住居祉が確認され、集落としての全貌が明らかになりつつある。近世で

は瓦生産を目的とした粘土採掘のためと思われる土坑や、晶状追構、突発的出水で地面が深く

扶り込まれた洪水跡などが検出された。

第4次調査は、 1995年度に中部横断自動車道インターチェンジ部分のうち、 1994年度未調

査であった文化屑をNa区と して実施した。未調査の文化層は、平安-古墳 ・弥生時代の3

面に渡る。平安及び古墳H寺代では、 3次調査と問機住居祉等の遺構が検出され、多くの造物

が出土した。特に古墳時代前期に比定される住居祉は90中rを数え、県内でも有数の該期大規

模集落となることが明らかになった。弥生時代では、 3次調査で確認された水田祉の範囲が

さらに広がることが判明した。

ぺ di¥ 

第2図調査区の位置(皿区・ V区)
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5次調査となる今年度は、 J=I"部横断自動車道インターチェンジ部分のうち、 11町道10号線南側

の昨年度未調査であった箇所を田区、 11fT道10号線北側をV区として行った。調査の結果、凹区

では古墳時代の文化層が、 N区では弥生・ 古墳 ・平安 ・近|止の文化層が確認された。発掘調査
は1996(平成 8)年4月15日から同年12月26日まで、行われ、1997(平成 9)年 1月から 3月ま

で整理作業を実施した。なお、今年度をもって村前東A追跡の発掘調査はすべて完了した。

3 .今年度調査の概要

ここでは村前東A追跡 (田区 .y区)で確認された文化j習について、各区ごと時代順に説明

する。

1) m区
田区は昨年度までに近世(1面)から平安|時代(2而)の調査を完了しており、今年度は古

墳時代(3面)以前の文化層の調査となった。

3 面 (第 3 図)では、古墳H寺代の住居おJ:241~1二 ・掘立柱建物枇 l 棟が検出された。 住居枇は調

査区西側とほぼ中央に集中する傾向が見られ、その多くが重複あるいは、近接して構築されて

いる 。 プランは一辺が約 5~7mの正方形を呈すものが主体となり、 4 本の主柱穴と炉お1:が確

認されるものが多い。炉til:は地床炉で、浅い掘り込みに粘土を張った所謂火llllを持つものや、
縁辺の一部に凸堤を持つものが認められた。また、 住居.IJI:のコーナー付近には貯蔵穴と思われ

る凸堤の巡る土坑が検出されたものがある。掘立柱建物111:は群在する住居担1:からやや離れた、

調査区の北側で、2x 31問のものがl棟検出された。これらの辿椛からは輩 ・誕・ヒサゴ壷 高

P 1. 2 m区全景
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2) V区
V区では、近世(1面) ・平安(2 

面) ・古墳 (3面) .弥生(4面)の

各時代の文化層が確認された。以下、

時代毎に概観してみたい。

4面(第4図)では、弥生時代水聞

社の確認を行ったが、本区では検出さ

れていない。しかし、水田祉確認面よ

りさらに約 2m下層から、弥生時代中

期に比定される土器を包含する層が確

認された。本層は暗褐色を呈す粘性の

強い土層で、その大部分は砂磯層に浸

食され残存状況は良くない。また、遺

構と思われる落ち込みも確認できなかった。出土した土器はいずれも胴部破片で、十数点と

少なく器形の伺えるものは皆無である。ただ、本区で確認された層位の状況から、昨年IV-

a区で検出された水田祉の時期が、弥生時代中期以降古墳時代前期以前に構築されたことが

確認されたことは大きな成果であった。
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皿区(3面)古墳時代遺構配置図
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第3図



3面(第 5

図)では、古

墳時代の住居

祉が 5粁検出

された。いず

れも調査区の

南側で確認さ

れており、北

側で遺構の分

布は見られな

い。プランは、

一辺 3~5m

を測 る方形と

なり、 4本柱

主柱穴 となる

ものが多い。

炉お1:は床面を

P 1. 4 V区全景 若干堀 り込ん

だ地床炉のほか、縁辺の一部に磯を配する物がある。住居祉からは古墳時代前期に比定され

第4図 V区 (4面)弥生時代包含層検出範囲
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第5図

る査 誕 -高i不などが出土していることから、 illJ道10号線南側の皿区で確認された該期集落

の一部であると同H寺に、本遺跡における古JfJII寺代前期集落の北端が、確認されたこととなろ

っ。
2 而(第 6 図)では、平安II~;代の住居:latlO lll1'、掘立柱建物祉 l 棟が確認された 。 これらの

遺構は調査区南側に分布 し、北側は古墳時代同様空白地帯となる。住居土11:は一辺 2-5mを

iJlUる方形プランとなり、趨は*挫の中央から、南東コーナーにかけて構築されるものが多い。

掘立柱建物祉は 3x 3問となる。造物

は主に住居:lJ上から土師器j不 -塾、須恵

器l不のほかがJ錘車 ・鎌などの鉄製品が

出土 している。

1面(第 7図)では近世以降に構築

されたと考えられる溝状の遺構が検出

された。このうち、堀り方のしっかり

した ものの覆土には砂礁が充満してお

り、御勅使川氾il監の影響を想起させる

ものである。遺物は、 古墳から平安時

代にかけての土師器や近世陶磁器の破

片が僅かに出土 したにすぎず、詳細!な

時期は不明である。 三田村美j茅 弥生時代中期包含層調査風景5 PI 
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第6図 V区(2面)平安時代遺構配置図
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4. m区の遺構と遺物

1 )第139号住居祉(第8図 P 1.6) 
第139号住居おLは03大グリッドのQ-Q-1l-12グリッドに位置する。住居祉は長辺約6.6m、

短辺約6.3mで、やや南北方面に長い隅丸長方形のプランを呈する。壁高約20cmで、 壁はほぼ

垂直に立ち上がる。床面は平坦で客土を利用してっき固める貼床になっている。南西コーナ

ー付近で第138号住居祉と重複しているため、重複部の壁は確認されなかった。炉は住居土!I:中

央やや北寄りに設置されている。床面を浅く掘り込み、上面に粘土を貼った地床炉に類似し

たタイプで南側に凸堤と呼ばれる粘土製の盛り上がり施設を伴う。柱穴は直径30-40cm、深

さ40-70cmの不整円形ピットで、各コーナーから 1m程内側に配置されている。補助的な柱

穴などは確認されなかった。住居j:.J!:入り口と見られる南辺付近には、食料などを貯蔵する貯

蔵穴と考えられる施設が設置されている。北側に凸堤を配し、ピ ット内に棚状の施設が設け

られている。

遺物は復元可能な土器が6点(第9図)、土器片を含めると70点余りが床面直上から覆土内

にかけて出土している。ほほ完形の土器が貯蔵穴周辺に集中する。図示した 6点の内 1・

2・4・5は床而直上に倒立または押しつぶされた状態で出土した。1は折り返し口縁の壷

で、円形浮文が肩部の3箇所に2ヶずつ配される。JJ岡部外面には ミガキ、内面には箆ナデが

見られる。2は艶の口縁部付近の土器片で、仁l縁音1Iを横位のハケメ、肩部を斜位のハケメ整

形の後、ナデが施される。3・4・5はいずれも倒立した状態で出土した。3は貯蔵穴内か

ら出土した壷形の手控土器で、底部は上げ底状につまみ出される。4は南東コーナーから出

土した脚部に変化点をもっと思われる高杯で、 1不音11下段に稜をもち、脚部には 3つの透し孔

が存在する。5は南西コーナーから出土した小型査で、口縁が広く、底部は凹湾する。6は

北西コーナー付近の柱穴内から出土した手熔形土器の土器片である。手熔形土器はその形態

が現代の手倍用火鉢に類似する土器で祭紀行為に使われたと見られるが、 詳細は不明である。

今回出土した土器片は口縁部および鉢部で、手焔形土器最大の特徴で-ある礎部は欠損してい

る。口縁部は全体の114が残存し、欠損部の大部分に麗部が接合されていたと推定される。口

縁部下段には本遺跡/J¥土のS字状口縁

台付誕(以下S字誕)、その中でも古

相のものに見られる「ノの字j状刺突

文が施される(註 1)。手倍形土器は

受口状口縁とくの字状口縁とで大別さ

れるが (註 2)、この手熔形土器の口

縁部は受口状口縁に分類され、 S字誕

の影響を強く受けている。S字型との

対比および鉢部に刻目突帯・ハケメ等

の装飾が見られることから、古墳時代

前期の中でも古相に比定される土器で

ある。 P1. 6 第139号住居I止

-8-
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以上のことから、本住居お1:は村前東A遺跡における古墳時代の追怖の中でも最古段階に位

置する造構と推定される。

引用 ・参考文献

註 l 小林他二 「外来系から在来系へー111斐のS字裂の変巡Jrf!Jf ~ 
究紀要 9j 1993 山梨県立考古博物館 山梨県組11波文化
財セ ンター

註2 高統一夫 「手賠形上保制究 (1 )一束図編-J r塚越哲
也君 F i~t IJL. 'f¥追悼論文集 Id71当地J或文化の研究J 1996 
tf.i葛地区文化財担当者会

依田幸浩

P 1. 7 第139号住居士止手熔形土器出土状況 P 1. 8 第139号住居I止貯蔵穴
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2 )第146号住居祉(第10図、 P1.9) 

第146号住居祉は、古墳時代住居お!:群の中でも北東端に位置し、ほかの多数の住居:til:の様に

重複は見られず単独で検出された。また、出土造物である S字状口縁台付誕の横ハケ成形の

消滅や、小型丸底査の出現など、本遺跡古墳時代住居祉群の中でも新しい時期に属する住居

祉と思われる。位置は、 03大グリッドKl1-12、03Ll1-12グリッドで、やや台形状の隅丸

方形を呈する。規模は、西壁の長さ約 4m30cm、東壁の長さ約 5m30cm、東西幅 5m25cmを

測り、 壁はゆるやかに立ち上がる。深さは、壁際で'10-13cm、中央最深部で15cmを測る。覆

土は褐色のシルト質土を主体とするが、全体に砂質状でしまりの弱い土である。床面は、ブ

ロック状の硬化質土が若干量みられるが、明瞭な硬化面は確認されなかった。また住居社中

央よりやや北東寄りの床而付近で若干量の焼土が検出されたが、床下に達する様な堆積は見

られなかった。柱穴は、各コーナーより 中心に向かつて約80clllの位置に 4基、北東闘の柱穴

の南側90cmの位置に 1基、計5基が検出された。上部径25-30cm、深さはそれぞれ30-40cm

を測る。遺物は、土師器破片10数点と個体土器10点余りが、覆土中あるいは床直上から出土

した。個体土器は住居社内の北側と東壁寄りに集中が見られる。北側の集中では床直上から、

小型丸底壷(1 )、 小型壷(2 )、S字状口縁台付裂の口縁部破片 (12) (13)床から10数セン

チの覆土中より脚部を欠いた器台 (11) ザー一-~吋均百ーザー-，

などが出土した。小型丸底琵(1 )は、

器高約13cmで約112を欠損する。外面

には成形痕がほとんど見られず、内面

に指ナデによる指頭痕が見られる。小

型壷(2 )は、器高約8.5clllで口縁部

の一部を欠損する。外面は、ハケによ

る成形の後、ミガキを施し胴下半部に

はへラ削りによる成形が見られる。内

面は、底音防、ら胴下半音11にかけてハケ

成形を施し、胴上半音1¥には指ナデによ

る指頭痕が見られる。S字誕の口縁部

破片(12)(13) は、 他よりやや時期

が古く口辺部の有段部分に横ハケが見

られる。東壁寄りの集中部分、床直上

からはS字状口縁台付郵(5 )の破片

のまとまり、さらにその脇から完形の

S字状口縁台付整(6 )器台 (10)、

伏せられた様な状態で、ほほ完形の高

杯(8 )が、ひとつのまとまりをも っ

て出土した。そのすぐ南側からも器高

のやや低い広口の壷(3 )その置の中

より、器台 (11)、また壷のとなりか

らは、やはり伏せられた様な状態で高

P 1. 9 第146号住居祉全景

P 1. 10 第146号住居士止遺物出土状況
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第11図 第146号住居I止出土遺物

杯(7)が、ひとつにまとまり出土した。またやや大型の琵(4 )は住居お1:中央付近の覆土

中より破片のまとまりで出土した。S字状口縁台付費(5 )は胴下半部の大部分を欠き、胴

部がやや球形で胴上半部と下半部にそれぞれ斜位のハケで成形される。内面には指ナデによ

る指頭痕が見られる。S字状口縁台付聾(6 )は完形で、 胴上半部と下半部を分ける明|療な

輪積痕、その上下をそれぞれ斜位のハケで成形される。内面は輪積痕とそれを成形する指ナ

て
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デによる指頭痕が見られる。)問l音rl内而は指頭痕と、端部の折り返し、へラによる成形が見ら

れる。高杯 (8)は、杯部内面にミガキが施され、 l肉l音1Iには内外面ともへラ削りによる成形痕

が見られる。器台 Gω は、ハの字状の)肉l部に 3ヶ所の孔が聞けられる。広口壷 (3)は、器高
約10cmをiJIiJり、外而に縦のミガキを、内面にJ慣のミガキを丁寧ーに施される。その中から出土

した器台(11)は、陵をもっ小さめの杯部、ハの字状の)肉l部には 3ヶ所の孔が聞けられる。高

杯 (7)は、杯部内而にわずかにミガキ痕が見られ、 l出l部内面にはヘラによる成形が施される。

阿部勲

5. V区の遺構と遺物

1) V区出土の弥生土器につ
いて
調査の概要でも記したとおり、本区で

は弥生時代中期に比定される土器が出土

している。該期の土器は、本区の北側に

隣接する十五所遺跡、で/:l¥土していること

から、本遺跡でも上層の調査が完了した

箇所からトレンチを設定し、 J佐官忠作業を

‘ 一一回一一一一一. 

実施した。その結果、 V区04大グリッド

で、地表下約305mのi*さから、 該JgJの土器を包含する)習を検出するに至った (P1， ll.印)。

P 1 0 1 1 弥生時代中期遺物包含層断面図

出土した土器は計17点で、器形の伺えるも のは 1!!~ く 全て破片である 。 このうち、文様が識別

できる 7 点を図示した(第12 1~) 。

1は、 条痕文が検定する胴音1I破片である。色調は赤褐色を呈し、 JJ台士には砂粒を多く混入

する。 2は、刻uかい条痕が縦位に施される胴音1I破片・である。色調はH音褐色を呈し、 JJ台土には

砂粒を多く浪人する。 3は幅広の条痕が余;1位に施される。色調は赤褐色を呈し、胎土には砂

粒を多く混入する。4-7は、いずれも原体LRの単節制文が縦位回転施文され、色調がi炎
褐色を呈し、 JJT.i土に多量の砂粒を混入する点で共通しており 、互いに近接して出土している

ことから同一国体の可能性がある。4は、 JJ阿部上半の破片である。 50 6は、 2条の検定す

る沈線下に上記した原体の縄文が施文される。)J阿部上半から、頚音11にかけての破片であろう。

弥生H寺代中期に比定される土器は前述した十五所追跡や、甲西11汀の油田追跡などで良好な

資料が出土しており、これらとの比較を行い細別型式を検討する必要があろう。 三田村美彦

代
刊
日
日
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2)第159号住居祉 (第13図 P 1.12) 
第159号住居祉は08大グ リッドA19グリッドに位置する。住居祉は長辺約3.7m、短辺約3.0m

で方形プランを呈する。壁高は約50cmを測り、掘り込みがしっかり しており、壁はほぼ垂直

に立ち上がる。床面は比較的平坦で、客土によ ってj!lh床が施されているが、 北西部においては

貼床は確認できなかった。また柱穴も確認できなかった。笛は東壁の南寄りに築かれており、

左布[jの一部と右布hが残存する。両有11は東壁上部より西方向に床而に向かつて下降する ように

のびている。TEの南北セクション図をみるかぎり、初[1部と同じ工築材が琶の天井部にはみら
れず天井部の破壊が推測される。fEの火床而は東壁より西方に約54cm、南北約22cmを測 り、
火床面上方に約 2-20cm焼土が堆積している。掘り方の規模は東西約1l0cm、IPlii約56cmを測り、

堀り方の中央部に径約35cm、深さ約12cmのピ ットがあり、南東部には径12cm前後、深さ約10

cmの小ピッ トがみられた。

遺物は復元可能な土器が10点、土製品と思われるものがl点、(第14図 P 1 .13)、その他の

土器片を含めると39点余りが住居担l内より出土している。復元可能な土器10点のうち 2・

4・5・6・9の5点は南壁に沿って床而直上に出土した。2は口径11.4cm、底径6.0cm、器高

4.3cmの杯で、色調は明茶褐色、胎土は赤色砂粒を含み密である。体音1I内外面には回転ナデが施

されており、外面には水引痕の稜がみられる。4は口径10.7cm、底径2.3cm、器高4.5cmのi不で、

色調は明茶褐色、胎土は赤色砂粒を含み密である。口縁部外而には回転ナデがみられ、休部

外面にへラケズリが施されている。また内面にはH音文がみられる。5は口径10.6cm、底径5.0cm、

器高4.1cmの杯で、色調は11音茶褐色、 JJ台土は*111砂粒を含み密である。口縁部外面には回転ナデが、

体部外面にはヘラケズリが施されイ本音1I上部には二条の回転ヘラナデがみられる。また底部に

は糸切り痕がみられ、内面にはH音文がみられる。6は口径11.2cm、底径5.4cm、器高4.2cmの杯

で色調は明赤褐色、 JJ台土は赤色粒子、赤色調u砂粒、 黒色調11砂粒を多く含み密である。仁l縁音1I

外而には回転ナデが、休部外而にはへラケズリが施されており 、休部上音11には二条の回転ヘ

ラナデがみられる。また底部には糸切り痕がみられ、内面にはH音文がみられる。9は口径15.1

cm、底径7.0cm 、 器高 2.6cmの皿でほぼ完形である 。 色調はi9~赤褐色である 。 胎土は赤色粒子 、

白色粒子、赤色調H砂粒を多く含む。内外面には回転ナデが施されている。また底部内面には

凹凸がみられる。8はi不の底部で南壁のやや間寄りの積士lやより出土した。底径5.0cm、残存

高1.2cmで、色調はI阿茶褐色である。!治土は赤色調11砂粒を含み密である。休部下半部外面には

ヘラケズリがみられ内面にはH古文がみ

られる。 7は北東コーナーと北西コー

ナーの覆土中より出土した杯の底部で

ある。底在2.4cm、残存高2.5cmで‘色調は

淡茶褐色である。JJ台土は赤色制砂粒を

含み密である。体部下半部外面にヘラ

ケズ リが施され、内面にはH音文がみら

れるが殆ど磨滅している。また底部に

は糸切り痕がみられる。 lは西壁の北

寄りの覆土中より出土したほほ完形の

杯で、口径10.7cm、底径4.3cm、部高5.1

cmで、ある。色調は明茶褐色である。JJ台 P 1. 12 
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第13図 第159号住居祉遺物出土状況

土は赤色細砂粒を含む。内外面には回

転ナデが施されており、水引き痕の稜

がみられる。3は北東コーナーより出

土した杯で、口径10.8cm、底径4.9cm、器

高4.8cmで、ある。色調は樫色で胎土は赤

色・白色粒子、赤色 ・白色細砂粒が多

く含まれ密である。口縁部には回転ナ

デが、体部下半部外面にはヘラケズリ

が施されている。また体部下半部内面

には時文がみられる。10は詰の北寄り

から出土した長胴聾で口径18.6cm、底

径10cm、器高38.5cmである。色調は暗 P 1. 13 第159号住居t止遺物出土状況
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第14図第159号住居I止出土遺物

茶褐色、胎土は金雲母、砂粒子を含みやや粗外面は縦位のハケメがみられるが、摩耗してい

て不明瞭である。内面輪積み痕がみられ指ナデや指頭圧痕がみられる。また横位・縦位のハ

ケメがみられるが不鮮明で、底部には木葉痕がみられる。11は北壁中央の壁際の覆土中より

出土した須恵器の底部で、底径9.9cm、残存高1.25cmで、ある。色調は灰白色、胎土は白色粒子、

白色・灰色細砂粒を多く含み密である。内而と高台部内外面には回転ナデが施されており、

側面には面取り加工に よ る剥離痕と研磨~]毛が認めら れる 。 底部外面には黒色化 した部分がみ

られ転用硯の可能性がある。また北壁中央及び、北西コーナーよ り石英の未加工品が合計5点

出土した。 雨宮信仁
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6.出土土器概観

1 )村前東A遺跡出土土器の概略
本遺跡は古墳時代前期を通じて継続して営まれた集落跡であることは、既に概報等で報告

している通りである。4年間の発掘調査の結果、確認された住居j;Ji:は約150lllf、掘立柱建物跡
は約10棟、構数条である。これらに伴ってまた、多数の資料を得ることができた。今回は発

掘調査の傍らで行ってきた整理作業結果から、本遺跡出土の造物について概観してみたいと

思う。

本遺跡では多量の東海系土器が出土したが、 lやでも S字状口縁台付費(以下S字聾)は首長
尾平野の編年と対比させることで、遺構の時期決定の根拠となっている。本遺跡のS字艶は、

1993年の日本考古学協会新潟大会(註 1)、及び1994年の庄内式土器研究会(註2)で提示さ
れた甲斐編年に基づく、 2b期から 5期までに位置付けられるものが多量に出土しており、こ

れらには漸移的に型式変化していく様相が認められる。このような作業から現在までに約50

軒の住居祉について、その帰属年代が判明している。具体的には甲斐編年の2b期に位置付け
られ、本遺跡では最も古相を呈する S字聾を出土する住居祉が8lllf、定着期と考えられる 3
期には14lllf、最も集落の営みが活発化する 4期には16軒、集落が終罵に向かう 5期には 3lllf 
が確認される。

2b期に位置付けられる代表的な住居祉には、皿区第14号住居お1(註3)やNa区第92号住

ぷ結~~\
h 扇脅す=1~(7)く

，~~~， (胃六

8 
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15 

第15図出土土器
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居社、第136号住居お1:等が挙げられる。これらの住居社から出土する S字誕は口縁部中段には

クシ状工具による刺突がめぐり、下段にはノの字状に沈線が施される。頭部内面にはハケが

めぐる。また高杯は杯部が大きく開き、口縁端部は若干立ち上がる。l肉l部は外反し、 透孔付

近に変換点を持つ。これらの高杯は濃尾平町'で出土するものと非常にその特徴が類似してお

り(註4)、廻間H式期初頭に東海系土器の移動が広範囲に認められる第 l次拡散期(註 5) 

に該当する時期でもあり、 S字型と1Jj:せてその影響を強く受けているものである。これらの

出土土器は数量的にもまとまりを見せており、甲府盆地の古式土師慌の成立を考える上で重

要な位置を占めるものと考えられる。

3期に位置付けられる住居111:はNa区第68号住居祉等が代表的なものである。S字整口縁

部には2bJ羽に施されていたクシ状工具による刺突が消滅するが、口唇部はつまみ上げられる。

胎土にも変化が見られ、次第に土器が定着していく H羽田であると思われる。またその一方で

この住居枇からは濃尾平野で出土するものとそっくりのヒサゴ査や高杯及び、手焔型土器等

甲府盆地外からもたらされた器極が多量に出土しており、このl時期においても土器の移動が

なお活発であった側面も窺うことができる。

4期にはN区第13号住居担1:(註 6)やNa区第99号住居祉等の他に I区第 6号溝からも多

量の造物が出土するなど、 最も多くの資料を得ることができた。その結果、S字聾は口縁音11

の屈曲が明確でなく、形状も球胴を呈するなど在地化の傾向を見せ、段階を追って様々なタ

イプに変化していく様相が|除々に明らかになってき た。また今までは希少であった幅広い口

縁部を持つタイプのS字誕の出土が目立ち、その資料数を一気に増加させた。その他の器種

においても高杯等今までには存在しないタイプのものが新たに出土するなど多様性を見せて

いる。また同様に在来の系譜を引くと思われる土器群も認められ、定着化する外来系土器群

との関係及び、在来系土器の変選過程が大変興味深い。

5期に位置付けられる遺構は現在のところ非常に数少ない。IVa区第58号住居祉及び第146

号住居土u:等が挙げられるが、いずれも造物の量は非常に多く、該WJのセット関係を把握する

上で重要な資料である。S字聾は口縁音1Iの屈曲がさらに弱まり、肩部の検ハケが完全に消滅

する。胴部に施されるハケは形骸化し、粧lいものが目立つ。第146号住居お1:では、これらの特

徴を持ったS字識に伴って小型丸底壷が出土している。また高杯は、杯部が椀形でl問l部は短

く、ハの字状に聞く形態のものが見られるなど、前期の中でも非常に新しい印象を受け、前

期から中期への過渡期を考える上で非常に参考になる土器群である。

この他紙而の関係で割愛せざるをえないが、 パレススタイル査やタタキ目を持つ斐など興

味深い資料がまだまだ数多く出土している。上記のことも考え合わせて、甲府盆地の古墳時

代前期を考えていく上で本遺跡の土器群は重要なヒントになるに違いないのである。

2)村前東A遺跡出土の北陸系土器
東海系土器群の研究が進む傍らで、 :1じ|箆系土器の移動とその重要性は早くから指摘されて

おり(註7)、甲府盆地内においても古墳H寺代前期の外来系土器が着目されるのに伴って、そ

の存在は気付かれ始めてきた。近年においては資料数も増加し、その重要性が採々指摘され

ている (註8)。また東山北追跡の調査により、まとま った資料が得られるなど(註9)、資料

数の増加は認められるが、東海系土器と比較しでもその数は依然として少なく、不透明な部

分も多い。このような状況の中で本追跡では比較的数多くの北陸系土器を得ることができた。
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その中には今まで口縁

部等の破片のみの出土

のため、 全体像をつか

むことが困難であった

器種も含まれている 。

ここではこのような土

器の提示を中心に整理

作業の中で気が付いた

ことを書き留めたい。

本遺跡の北陸系土器

は住居担1:及び包含層よ

り出土が確認されてい
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る。器種については型 第16図北陸系土器

が大部分を占め壷も若干みられるが、全体像を把握できるものは数点に限られる。その代表

的なものが第16図 1. 5である。 1は壷で皿区08G07グリッドより出土した。幅広 く外反する

口縁部には擬凹線が施され、 JJ阿部は非常に蒔く仕上げられている。小さな底面を持つが、 孔

が穿たれている。東山北追跡第9号構より出土した小型裂に類似する。また 5は誕で皿区

08C05グリッドより出土した。口縁部は幅広く擬凹線をもち、肩部には刺突文が巡る。器壁は

極めて ì~~ く 、外面は胴部から底部にかけて奈|めハケ が、 内而は指頭痕に より調整される 。 4

は壷でE区08G14グリッドより出土した。外国は赤彩される。その他いずれも口縁部が外反し、

口唇部はつまみ上げられ、面取りが施されている。搬入品と思われるものはなく、全て在地

で製作されたものであろう 。この他住居担1:等においてS字艶に伴って北陸系土器が出土して

いる。時期的にはおおよそ甲斐編年の2bJUlから 4JVlに位世付けることができ るS字誕に伴っ
ているようである。

現在は不透明であるが、様々な問題を含んでいる北|盗系土器の様相にさらに迫ることがで

きるように今後さらに検討を加えていきたい。 石村l孝子
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